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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　本研究の目的は，脳血管障害後の精神機能のうち，

知的機能に焦点を絞り，脳血管障害患者の運動機能と

知的機能の回復との関連について検討を加えることに

ある．また，麻痺側別，病型（脳梗塞もしくは脳出血）

の違い，失行の有無，および脳血管障害発症からリハ

ビリテーション（以下リハ）開始までの期間の相違が，

両者の回復に影響を与えるか否かについて検討を加え

た．

　対象と方法

　対象はリハを施行した脳血管障害患者のうち，失語

症のため知的機能の評価が不可能であった患者を除外

した118名で，男性61名，女性57名，年齢は38～86歳で

あった．リハの前後において，運動機能の評価および

知的機能の評価を行い，以下の2群に分けた．

　1．群：リハ前後において運動機能レベルが変化しな

かった群

　II群：リハ前後において運動機能レベルが改善した

群

両三間において，長谷川式簡易痴呆スケール（以下

HDS）の改善度を検討した．また，麻痺側別，病型，

失行の有無，失認の有無，脳血管障害発症からリハ開

始までの期間（発症4カ月以内もしくは4カ月以降）

の各項目毎に両一問のHDSの改善度を検討した．運

動機能の評価は「二木の自立度」に従って4段階に分

類評価した．

　結果および考察

　1．脳血管障害患者では，運動機能の回復と知的機能

の回復は，推計学的に有意な正の相関を認めた．なお，

脳梗塞患者と比較し，脳出血患者のリハ前後の各回復

値の差が，より大であった．

　2．麻痺側別の検討では，右片麻痺患者にのみ運動機

能と知的機能の回復に関して，推計学的に有意な正の

相関がみられた．これは，重度の失語を合併した右側

麻痺患者が除外されたこと，知的機能の評価として，

言語性知的能力を反映するHDSを用いたためと推測

される．

　3．脳血管障害発症からリハ開始までの期間が，4カ

月以内および4カ月以降の2群で比較すると，同じく

運動機能と知的機能の回復に関して，ともに推計学的

に有意な正の相関が認められ，また，発症4カ月以内

にリハを開始した患者群で，最終の回復の程度がより

大きく，この時期にリハを開始することが，良好な予

後を得るために重要と考えられた．

　結論

　脳血管障害発症後の運動機能と知的機能とは，並行

に回復する可能性と早期リハ開始の重要性が示唆され

た．
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論　文　審　査　の　要　旨

　脳血管障害後の運動機能の回復の程度が知的機能の回復の程度に影響を与えるか否かについて従来からそ

の可能性が指摘されていたが，多数例による検討結果の報告は少ない．

　本論文は，リハビリテーションを行った脳血管障害患者118例についてリハビリテーション前後の運動機能

と知的機能とを評価して夫々比較し，運動機能の回復と知的機能の回復とが有意に相関すること，脳出血群が

脳梗塞群に比して回復の程度が大であること，発症から4カ月以内にリハビリテーションを開始した群では4

カ月以後にリハビリテーションを開始した群に比較して最終の回復の程度がより良好であることを夫々明ら

かにし，リハビリテーションの早期開始が脳血管障害の運動機能と知的機能の予後を並行して良好ならしめる

ことを初めて指摘したもので，学術上価値ある論文である．
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